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1．はじめに 

近年，高齢者ドライバーによる交通事故が多発してお

り，国や自治体は生活道路の安全性を守るために，ゾー

ン 30 などの交通規制を行い事故対策に取り組んでいる．

例えば平成 26 年度には，京都府亀岡市で「速度抑制ポ

ール」による狭さく区間が設置され，結果として車両の

通過速度，及び通過交通量を減少させた．北海道におい

ても，千歳市が平成 27 年度に「千歳市交通戦略プラ

ン」を策定しており，地域住民の安全確保のためにコミ

ュニティ道路の整備についての検討が進められている． 

 本研究の先行研究として福本ら 1)は，将来のコミュテ

ィ道路整備に関する基礎的知見を得ること，近隣住民の

意識構造調査を目的とし，対象区域においてアンケート

調査を実施しコミュニティ道路の整備に対する支払意思

額を推定した．本研究では，先行研究で対象となった千

歳市大和地区春日町の同区間において，交通速度抑制を

促す実験を実施し，交通速度調査を 4 日間にわたり行い，

実施前と実施後の交通速度の変化を把握した． 

 

2．千歳市大和地区のコミュニティ道路について 

2.1 千歳市大和地区の対象地域の説明 

本研究は図-1 赤線部に示す千歳市大和地区に位置する

市道(以下，対象道路と呼ぶ)の道路実態の把握と今後コ

ミュニティ道路施策を行うにあたっての指針となるよう

に，交通速度抑制を促す簡単なコミュニティ道路施策を

行い，その効果と今後の課題について検討する．対象道

路の特徴として，区間 AB は 30km/h の速度制限がある

にも関わらずそれを超えて走行する車が目立つ，歩行者

が多く子供たちもよく利用する C 地点周辺は事故発生

の危険性が高い，という 2 点が挙げられる． 

 

2.2 調査概要 

 本研究では，交通実態の把握を目的とし，平成 28 年

10 月 21，23，28，30 日に対象道路にて交通速度調査を

実施した．それぞれの日程に関する条件は表-1 に示す

通りである． 

表-1 本研究の日程 

日程 21日 23日 28日 30日

条件 平日・狭さく無 休日・狭さく無 平日・狭さく有 休日・狭さく有  

 

交通速度調査の主な目的は，区間 AB の平均速度，C

地点での瞬間速度を算出することである．そのために A，

B，C 地点にビデオカメラを設置し，区間 AB の全長と

車両の通過時間(ナンバープレートにより判別)から平均

速度を算出した．それに伴って C 地点ではスピードガ

ンによる瞬間速度測定を行った．また，解析作業の効率

化を図るために，観測の際には A，B，C 地点にそれぞ

れ観測者を配置し，来た方向，車種，色，ナンバープレ

ート，時間を記録するという作業も行った． 

交通速度抑制を促す実験として，対象道路内の図-1

の点線で囲まれた場所に図-2 のような狭さく区間を 6

か所設置し，狭さく区間設置前後の平日，休日で平均速

度と瞬間速度にどのような変化がみられるか観測した． 
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図-1 大和地区対象道路 

 

図-2 交通速度抑制を促す狭さく区間 

 

3.調査結果 

3.1 対象道路の交通実態  

4 日間，午前 7 時から午後 5 時の計 10 時間ずつ調査

し(21 日のみ午前 8 時から)，1 日に約 500~700 台の通過

交通を観測した．1 時間毎の通過交通量は図-3，図-4に

表す通りである．平日の 7~8 時台，15~16 時台の通過

交通量がほかの時間帯と比較して多くなっている．これ

より，対象道路は出勤時間帯，帰宅時間帯によく利用さ

れていると予想できる．また，休日においても一日を通

して高い平均の通過交通量を観測したことより，平日，

休日問わず利用頻度の高い道路であることがうかがえる． 
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図-3 1 時間毎の通過交通量(平日) 

 

図-4 1 時間毎の通過交通量(休日) 

 

3.2 狭さくによる速度抑制効果の判断 

 観測の結果，平日の区間平均速度の平均は，設置前と

比較して設置後の値が 3.97km/h 減少し，瞬間速度の平

均は 2.8km/h 減少していた．休日も同じように，区間平

均速度の平均は 2.77km/h の減少，瞬間速度の平均は

5.27km/h の減少となった．平日，休日それぞれの区間

平均速度と瞬間速度について，狭さく区間設置前のデー

タを正規化して，そこに設置後のデータを代入し，設置

前後の分布を求めると，図-5，図-6，図-7，図-8 のよ

うなグラフが得られた．これについて，それぞれの平均

速度の差が統計的に有意かを確かめるためにウィルチの

t 検定を行ったところ，21 日と 28 日の区間平均速度に

関しては t=10.03 であり，瞬間速度に関しては t=7.71 で

あり，有意水準 1%を満たしていた．同様に 23 日と 30

日の区間平均速度に関しては t=4.99 であり，瞬間速度

に関しては t=13.46 であり，こちらも有意水準 1%を満

たしていた． 

これらの結果より，今回の調査で設置した狭さく区間

には，ふたつの効果が見込めると推測できる．ひとつは

C 地点のような事故発生の恐れのある箇所に設置するこ

とで，瞬間速度を 3~4km/h ほど減少させる効果．もう

ひとつは，対象区間に複数箇所設置することで，設置箇

所周辺の瞬間速度だけでなく区間全体においての平均速

度も 3~4km/h ほど減少させる効果である． 

 

4．おわりに 

 本研究では，福本らの先行研究により明らかとなった

千歳市大和地区の市道においての通過交通の速度抑制の

必要性を受け，コミュニティ道路施策の前段階として対

象道路に狭さく区間を設け，どの程度の効果があるか調

査した．平日，休日ともに区間平均速度，瞬間速度は，

3~4km/h と大きな値ではないが有意に減少していた．ま 

 
図-5 狭さく設置前後の区間平均速度の分布曲線(平日) 

 
図-6 狭さく設置前後の瞬間速度の分布曲線(平日) 

 
図-7 狭さく設置前後の区間平均速度の分布曲線(休日) 

 

図-8 狭さく設置前後の瞬間速度の分布曲線(休日) 

 

た，出勤時間帯のみに焦点を絞ると，両速度の減少はみ

られなかった．今後の課題として，狭さく区間以外の交

通静穏化デバイスを設置して調査を行い，より効果的な

手法を模索することが挙げられる． 
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